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Structure

51 救急搬送により入院した救命率（30日後生存/救急搬送入院）

  指標の意義
救急対応力をみる指標。中等症以上の救急患者を救命できたかどうか。

  指標の定義・算出方法
・必要データセット：DPC様式１
・分子：分母のうち、生存退院もしくは入院日数が31日以上であった症例数・分母：救急搬送により入院した症例
・分子÷分母　（単位：パーセント）
分母の定義
Ⅰ.	解析期間に退院した症例を対象とする
Ⅱ.	このうち、「救急車による搬送の有無」が１（有）の症例。
分子の定義
Ⅰ.	�在院日数が31日以上、もしくは「退院時転帰」が１、２、３、４、５、９のいずれかの症例

  測定上の限界・解釈上の注意
アウトカム指標というより、施設の機能（急性期・看取り等）や、Case-mixを見ているストラクチャー指標の側面が強
い。算出結果を見て、解釈については再度検討が必要。

  考察
最小値 83.17	 25％値 87.51	 中央値 89.95	 75％値 92.74	 最大値 98.32
回答病院　46

　施設内でも施設間でも経年変化は見られませんが、大きく数値の改善した数件の施設ではいずれも救急入院件数自
体が増加し、地域での救急診療を支える体制の充実が伺えます。
　上記「解釈上の注意」にも記載のある通り、一律の改善方法は提示不可能です。
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指標 51 Outcome救急搬送により入院した救命率（30日後生存/救急搬送入院）
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